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3

お
知
ら
せ

サ
ン
・
ア
ビ
リ
テ
ィ
ー
ズ

（
屋
板
町
）
で

各
種
教
室
・
催
し

ID 10042341
パ
ラ
卓
球
教
室

▼
日
時　
９
月
13
日（
日
）午
前
10
時
～ 

正
午
。

2
ト
ー
ル
ペ
イ
ン
ト
教
室
（
第
１
回
）

「
ガ
ー
デ
ン
柄
の
小
物
置
き
」

▼
日
時　
９
月
18
日（
金
）午
後
１
時
～ 

３
時
。

3
サ
ン
ア
ビ
お
楽
し
み
企
画
第
６
弾

「
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
教
室
」

▼
日
時　
９
月
20
日（
日
）午
前
10
時
～ 

正
午
。

4
硬
式
卓
球
教
室

▼
日
時　
９
～
11
月
の
第
１・
３
水
曜

日
、
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
。

5
ラ
ー
ジ
卓
球
教
室

▼
日
時　
９
月
第
２・５
水
曜
日
、
10
・ 

11
月
第
２・
４
水
曜
日
。
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
。

6
絵
手
紙
教
室

▼
日
時　

９
～
11
月
の
第
２
火
曜
日

（
10
月
の
み
第
３
火
曜
日
）。
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分
。

7
健
康
体
操
教
室

▼
日
時　
９
月
～
令
和
９
年
１
月
の
第

３
金
曜
日
。
午
前
10
時
～
正
午
。

■
対
象　
障
が
い
の
あ
る
人
を
優
先
。

■
定
員　
各
先
着
1 

3
～
6 

20
人
2 

7�

10
人
。

■
費
用　
2
２
０
０
０
円
6 

100
円
（
材

料
費
）。

■
申
込
開
始　
８
月
４
日
午
前
９
時
。

■
申
込
方
法　
直
接
ま
た
は
電
話
、
フ 

ァ
ク
ス
（

を
明
記
）
で
、
サ
ン
・
ア
ビ 

リ
テ
ィ
ー
ズ
☎
・
（
656
）１
４
５
８
へ
。

問
障
が
い
福
祉
課
☎（
632
）２
２
２
９

総
合
事
業
訪
問
型

サ
ー
ビ
ス
Ａ

従
事
者
養
成
研
修

ID 10190951
清
原

（
清
原
工
業
団
地
）
会
場

▼
期
日　
10
月
8
・
15
・
22
・
29
日
。

全
４
回
。

2
総
合
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
明

保
野
町
）
会
場

▼
期
日　
10
月
10
・
17
・
24
・
31
日
。

全
４
回
。

3
瑞
穂
野

（
下
桑
島
町
）
会
場

▼
期
日　
11
月
４
・
11
・
18
・
25
日
。

全
４
回
。

4
上
河
内

（
中
里
町
）
会
場

▼
期
日　
11
月
6
・
13
・
20
・
27
日
。

全
４
回
。

■
内
容　
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
や
基

礎
的
な
介
護
技
術
な
ど
に
関
す
る
講
義

と
演
習
（
20
時
間
程
度
）。

■
対
象　
市
内
の
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ

８月は食品衛生月間です
問生活衛生課☎（626）1110

　食中毒は飲食店だけでなく、家庭でも発生して
います。普段から食中毒の予防を心掛けることが
大切です。食中毒予防の「６つのポイント」を適
切に行い、食中毒を防ぎましょう。
■食中毒予防の６つのポイント
1食品の購入
▼期限を確認し、生鮮食品は新鮮なものを購入する。
▼肉や魚は他の食品と分けてビニール袋に入れる。
2家庭での保存
▼�冷蔵や冷凍の必要な食品は、持ち帰ったらすぐに
冷蔵庫や冷凍庫に保管する。食品を詰めすぎず、
庫内温度が上がらないようにする。

▼肉や魚などの汁が他の食品に付かないようにする。
3下準備
▼�調理前や生肉などを扱った後などは、せっけんで
丁寧に手を洗う。

▼�生ものに使用する包丁やまな板は、使用前によく
洗う。特に肉や魚で使用した後は注意する。

▼食品の解凍は、自然解凍を避ける。
▼�使用した包丁などの器具・布巾は、洗って漂白剤
や熱湯で消毒する。

4調理
▼�中心部を75℃で１分間以上加熱すると食中毒菌は
死滅するため、肉や魚は十分に加熱する。

5食事
▼�手指の食中毒菌を洗い落とすため、食べ
る前に石けんで手を洗う。

▼�温かく食べる料理は温かく（65℃以上）、冷やし
て食べる料理は冷たく（10℃以下）して、室温で
長く放置しない。
6残った食品
▼�冷蔵庫などに小分けで保存し、時間がたち過ぎた
ら捨てる。
▼保存した食品を食べる前に十分に加熱する。
■肉を安全に食べるためのポイント
▼�新鮮な肉でも、生や加熱不足で食べると食中毒の
リスクが高まることから、特に、抵抗力の弱い子
どもや高齢者は、症状が重症化しやすいため注意
する。
▼�肉や内臓（レバーなど）は、生や加熱不十分な状
態では絶対に食べない。
▼肉は中心部まで十分に加熱する。
▼�肉を焼く箸（トングなど）と食べる箸
を使い分ける。
■飲食店から残った料理を持ち帰る時のポイント
▼�飲食店では、食べ切れる量を注文し、それでも食
べ残した場合は、食中毒のリスクを十分に理解し
た上で、自己責任で持ち帰る。
▼十分に加熱された料理を持ち帰る。
▼�飲食店が用意した清潔な容器と箸を使って詰める。
▼�温度管理に注意し、帰宅まで時間がかかる場合に
は持ち帰るのをやめる。
▼持ち帰り後すぐに食べる。

ID 1005514
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特　

集

シ
ニ
ア

暮
ら
し・住
ま
い

環
境・安
全

文
化
・
教
養

ス
ポ
ー
ツ

税
・
産
業
・
雇
用

子
ど
も
・
子
育
て

健
康
・
福
祉

国
保
・
年
金

う
つ
の
み
や
の

イ
ベ
ン
ト

情
報
ひ
ろ
ば

ＩＩ
ｎ
ｆｏｒｍa
ｔ
ｉｏｎ

事
業
所
で
働
く
意
思
が
あ
り
、
介
護
福

祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修
修
了
者

な
ど
の
介
護
関
係
資
格
の
な
い
人
や
、

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

生
活
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
従
事
を

予
定
し
て
い
る
人
。

■
定
員　
各
先
着
20
人
。

■
申
込
期
限　
1 

2
９
月
17
日（
必
着
）

3 

4 

10
月
16
日
（
必
着
）。

■
そ
の
他　
申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
、
市

を
ご
覧
に
な
る
か
、
高
齢
福

祉
課
☎（
632
）２
９
０
６
へ
。

メ
ー
ル
１
１
９
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

変
更

ID 1048274
　
音
声
に
よ
る
１
１
９
番
通
報
が
困
難

な
人
が
メ
ー
ル
１
１
９
で
使
用
す
る
メ 

ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
変
更
し
ま
す
。

▼
変
更
期
日　
９
月
１
日（
火
）。

▼
そ
の
他　
新
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
つ

い
て
、
詳
し
く
は
、
市

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
事
前
登
録
制
の
「N

ネ
ッ
ト

et

１
１
９

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
」
で
は
、
位
置
情

報
の
取
得
や
迅
速
な
対
応
が
可
能
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

問
通
信
指
令
課
☎（
625
）５
５
９
９

子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
の

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付

ID 1032689
　
対
象
者
は
、
市
が
実
施
し
て
い
る
子

宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
対
象

▼
子
宮
頸
が
ん
検
診　
平
成
17
年
４
月

２
日
～
平
成
18
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の

女
性
。

▼
乳
が
ん
検
診　
昭
和
60
年
４
月
２
日

～
昭
和
61
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
女
性
。

■
予
約
方
法

▼
集
団
健
診　
受
診
希
望
日
の
24
日
前

ま
で
に
予
約
。

▼
個
別
健
診　
直
接
、
指
定
医
療
機
関

へ
。

■
そ
の
他　
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
が
届
く

前
に
受
診
し
た
人
は
、
自
己
負
担
額
を

還
付
す
る
た
め
の
申
請
書
を
送
り
ま
す

の
で
、
健
康
増
進
課
☎（
626
）１
１
２
９

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

女
性
の
健
康
情
報
サ
ー
ビ
ス

「
ル
ナ
ル
ナ
」
の

無
償
期
間
を
延
長

ID 1039442
　
本
市
で
は
、
プ
レ
コ
ン
セ
プ
シ
ョ
ン

ケ
ア
の
支
援
と
し
て
、
女
性
の
健
康
情

報
サ
ー
ビ
ス
ア
プ
リ
「
ル
ナ
ル
ナ
」
の

運
営
会
社
と
連
携
し
、
有
料
機
能
を
無

償
提
供
し
て
い
ま
す
。
県
が
当
該
会
社

と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
こ
と
に
よ

り
、
無
償
提
供
期
間
が
令
和
10
年
６
月

ま
で
延
長
と
な
り
ま
し
た
。
登
録
が
ま

だ
の
人
は
、
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

　
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、市

を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
子
ど
も
支
援
課
☎（
632
）２
３
８
８

人間ドック・脳ドックの受診費用の一部を補助
問保険年金課1☎（632）23162☎（632）2307

1市国民健康保険加入者	 ID 1003766
▼�対象　受診時に40～74歳で、国民健康保険税や他の市税に滞納が
ない人。
▼�補助額　人間ドック・脳ドックのみ受診＝１万円、特定健診との同
時受診＝１万7,887円。
▼�申込方法　電話で、下の表の健診機関へ。申し込み時に、「市国民健	
康保険で人間ドックまたは脳ドックの補助希望」と伝えてください。
2後期高齢者医療被保険者	 ID 1003775
▼対象　後期高齢者医療保険料や市税に滞納がない人。
▼補助額　１万円。
▼申込方法　電話で、保険年金課へ。
■その他
▼受診後の申し込みは不可。
▼下の表にない機関で受診する場合は補助対象外。
▼�人間ドックまたは脳ドックの補助には「健康診査受診券」が必要で
す。なお、人間ドックまたは脳ドックの補助を受けた人は「健康診
査」を受診できません。
▼年度内に人間ドック・脳ドックのいずれか１回を補助。
▼�費用額や検査内容などは、直接、各健診機関にお問い合わせください。

人間ドック健診機関
健診機関名 電話番号

宇都宮市医療保健事業団（竹林町） ☎（625）2213
済生会宇都宮病院（竹林町） ☎（643）4441
宇都宮記念病院（大通り１丁目） ☎0570（077）831
うつのみや病院（南高砂町） ☎（688）5522
宇都宮セントラルクリニック（屋板町） ☎（657）7302
宇都宮東病院（平出町） ☎（683）5771
ミヤ健康クリニック（ゆいの杜３丁目） ☎（667）8181
栃木県保健衛生事業団（駒生町） ☎（623）8282
冨塚メディカルクリニック（徳次郎町） ☎（666）2555
関湊記念会クリニック（本町） ☎（643）0990

脳ドック健診機関
健診機関名 電話番号

宇都宮セントラルクリニック（屋板町） ☎（657）7302
よこかわ脳神経外科内科（屋板町） ☎（656）7117
藤井脳神経外科病院（中岡本町） ☎（673）6211
星脳神経外科（竹林町） ☎（600）4410
宇都宮東病院 ☎（683）5771
宇都宮記念病院 ☎0570（077）831
冨塚メディカルクリニック ☎（666）2555
宇都宮脳脊髄センター（一番町） ☎（633）0201
済生会宇都宮病院 ☎（643）4441
宇都宮脳脊髄センター・シンフォニー病院（宮みらい）☎（680）5111



18

健康・福祉・国保・年金健康・福祉・国保・年金

3

お
知
ら
せ

国
民
健
康
保
険

高
額
療
養
費
の

限
度
額
が
変
わ
り
ま
す

ID 1003760

▼
内
容　
高
額
療
養
費

制
度
の
見
直
し
に
よ
り
、 

８
月
１
日
か
ら
医
療
費

の
月
単
位
の
自
己
負
担

限
度
額
が
変
更
に
な
り

ま
す
。

　
ま
た
、
年
間
（
８
月
か
ら
翌
年
の
７

月
ま
で
）
の
上
限
額
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。
年
間
の
上
限
額
に
達
し
た
後
、
そ

れ
以
上
の
医
療
費
に
つ
い
て
は
、
保
険

者
か
ら
還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　
な
お
、現
在
、「
限
度
額
適
用
認
定
証
」

な
ど
の
交
付
を
受
け
て
お
り
、
継
続
し

て
交
付
を
希
望
す
る
人
は
、
８
月
中
に

更
新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
そ
の
他　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
使
用
す

る
と
、
医
療
機
関
で
の
認
定
証
な
ど
の

提
示
が
不
要
に
な
り
、
限
度
額
を
超
え

る
支
払
い
が
免
除
さ
れ
ま
す
。た
だ
し
、

国
民
健
康
保
険
税
に
滞
納
が
あ
る
場
合

は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　
利
用
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
、
市

 

を
ご
覧
に
な
る
か
、
保
険
年
金
課
☎（
632
） 

２
３
１
６
へ
。

特定健康診査（健康診査）・各種がん検診（胃・肺・大�
腸・前立腺）
▼�対象　市内に住民登録のある40歳以上の人。年齢や	
性別、加入する医療保険によって、受診できる項目
が異なります。
会　　　場 期　日　・　受付時間

市保健センター
（トナリエ宇都宮9階）
※�　無料駐車場はありま
せん。
※�　自転車は立体駐車場
１階屋内駐輪場をご利
用ください。

2日(月)・7日(土)・8日(日)・9日(月)・10日
(火)・15日(日)・19日(木)・22日(日)・24
日(火)・28日(土)・29日(日)・30日(月)、午
前９時～と９時４５分～

市医療保健事業団
健診センター
（夜間休日救急診療所）

2日(月)・19日(木)・26日(木)・30日(月)、
午前８時３０分～と９時３０分～
7日(土)午前８時３０分～と９時３０分～
※ 総合健診（胃がんあり）

平石 27日(金)午前９時～と９時４５分～
清原 12日(木)午前９時～と９時４５分～
横川 10日(火)午前９時～と９時４５分～
瑞穂野 14日(土)午前9時15分～と9時45分～
豊郷 17・24日(火)、午前９時～と９時４５分～

姿川
9日(月)・25日(水)、午前９時～と９時４５
分～
21・28日(土)、午前９時１５分～と９時４５
分～

総合コミュニティセンター 5日(木)午前９時～と９時４５分～
御幸ヶ原町公民館 18日(水)午前９時～と９時４５分～
富屋 30日(月)午前９時３０分～
河内 11日(水)午前９時３０分～と１０時３０分～

とちぎ健康の森 9日(月)午前９時３０分～と１０時３０分～
※ 総合健診(胃がんあり)

※�市保健センターでは、骨粗しょう症検診（満40・45・
50・55・60・65・70歳の女性のみ）を実施しています。
※�総合健診は、半日で特定健診とすべてのがん検診を受
診することができます。
乳がん検診（マンモグラフィ検査・超音波検査）・子
宮がん検診・骨粗しょう症検診・大腸がん検診
▼�対象　乳がん検診は40歳以上で、令和７年度マンモ	
グラフィ検査を受診していない人。子宮がん検診は
20歳以上の人。骨粗しょう症検診は、満40・45・
50・55・60・65・70歳の女性のみ。
会　　　場 期　日　・　受付時間

市保健センター
※�　乳がん・子宮がん検
診のみ

10日(火)午後０時３０分～

市医療保健事業団
健診センター

2日(月)・19日(木)・26日(木)・30日(月)、
午後２時～と３時～

平石 27日(金)午後２時～
清原 12日(木)午後２時～
横川 10日(火)午後２時～

17日(火)午前９時～　※ 託児付き健診
瑞穂野 12日(木)午前９時～　※ 託児付き健診

14日(土)午後２時～
豊郷 17・24日(火)、午後２時～と３時～
姿川 9日(月)・21日(土)・25日(水)・28日(土)、

午後２時～
総合コミュニティセンター 5日(木)午後２時～
富屋 30日(月)午後２時１５分～

※ 託児付き健診

乳がん検診（マンモグラフィ検査・超音波検査）
▼�対象　40歳以上で、令和７年度マンモグラフィ検査	
を受診していない人。
会　　　場 期　日　・　受付時間

市保健センター
2日(月)・8日(日)・9日(月)・15日(日)・19
日(木)・24日(火)・29日(日)・30日(月)、午
後１時～と２時～

市医療保健事業団
健診センター 18日(水)午後２時～と３時～

■申込時・受診時の注意
▼�受診希望日の24日前までに予約してください。上
記以外の日程など、詳しくは、市 や健康づくりの
しおりなどをご覧ください。
▼�満70歳以上の人、後期高齢者医療制度加入者、生活	
保護受給者、市民税非課税世帯の人は無料です。該	
当する人は、健診日当日に、受け付けへ申し出てく
ださい。
▼�受診の際には、必ず受診券とマイナ保険証または有
効期限内の資格確認書をお持ちください。

11月の健診予約ができます
問健康増進課☎（626）1129

ID 1004400

■集団健診（市保健センター他）
▼�インターネット　パソコン・スマート	
フォンから、集団健診予約システム  	
へ。
▼�電話　市集団健診予約センター☎（611）1311へ。
■個別健診（市内指定医療機関）
　受診する前に、直接、指定医療機関へお問い合わ
せください。
　指定医療機関については、市 や「健康づくりの	
しおり」をご覧ください。

申込方法

▲�集団健診
予約シス
テム 
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